
 
■原著論文 

 

 

新人看護師の「職場適応行動尺度」と「職場適応状態尺度」の 

尺度項目の表面妥当性と内容妥当性の検討 

北島 洋子* 細田 泰子** 
 

Surface and Content Validity of Workplace Adaptive Behavior Scale and  

Workplace Adaptive State Scale for New Nurses 

 
   Yoko KITAJIMA*          Yasuko HOSODA**  

 
*奈良学園大学保健医療学部 (〒631-8524 奈良県奈良市登美ヶ丘 3 丁目 15-1) 
*Faculty of Health Sciences, Naragakuen University.  (3-15-1 Tomigaoka, Nara City, Nara Prefecture, 631-8524, JAPAN) 
**大阪府立大学大学院看護学研究科(〒583-8555 大阪府羽曳野市はびきの 3-7-30) 
**Graduate School of Nursing, Osaka Prefecture University. (3-7-30, Habikino, habikinoshi, Osaka, 583-8555, JAPAN 

  

要旨  

本研究の目的は，新人看護師の職場適応について Piaget の理論を参考として適応行動と適応状態の

側面から質的帰納的に抽出された項目の尺度化に向け，表面妥当性と内容妥当性を検討し，新人看護

師の職場適応行動尺度および職場適応状態尺度の尺度項目として洗練することであった。新人看護師

の職場適応行動 96 項目と職場適応状態 53 項目は，5 名の研究者による専門家会議において表面妥当

性を検討した。さらに 9 名の研究者を対象とした質問紙調査により，Item Level Content Validity Index

を指標として用いて内容妥当性の検討を実施した。 

新人看護師の職場適応行動尺度は 82 項目，職場適応状態尺度は 51 項目に整理され，表面妥当性と

内容妥当性を有する尺度項目として洗練された。今後，尺度項目の構成概念妥当性，基準関連妥当性，

信頼性を検討し，妥当性と信頼性の確保された尺度項目として精錬する必要がある。 
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1. はじめに 

来る 2025 年の看護職員の必要数の試算は約 200 万人，

約 3 万人から約 13 万人分の需給ギャップが生じる見込み

とされ 1)，対策として，医療法の改正や看護師等人材確保

促進法が改正され，勤務環境の改善やワークライフバラン

スへの配慮，潜在看護師の復職支援等が促進され，看護職

員の定着および離職防止の施策が推進されている。 

新人看護職員研修が努力義務化され，充実した研修を

受けた新人看護師が安全な医療を提供できるように，新人

看護師の専門職業人としての発達を組織全体で支援する

風土も醸成されつつある。しかし新人看護師の離職防止や

職場適応は依然関心の高い問題である。その研究の多くは

新人を受け入れる側の労働環境の整備や，新人看護師への

指導方法や関わり方のような離職防止策，支援策を主軸と

して検討されてきた。新人看護師の職場適応は，リアリ

ティショック 2)や早期離職 3)等の複数の概念の組み合わせ

により検討される傾向にあり，新人看護師自身の取り組み

による職場への適応にはあまり着目されてこなかった。 

適応とは，対象にたいする主体の働きかけ(同化)と主

体に対する対象の作用(調節)という両方向の相互交渉に

よって行われる 4)。Piaget5)は，「生体が環境によって変容

し，その変容の結果，環境と生体との交換関係が生体の維

持にとって望ましい方向に発展していくとき，そこに適応

がある」，また「適応は同化と調節との均衡である」と述

べている。つまり，職場適応の先行要件として新規参入者

にとっての環境の変化，均衡の崩れがおこり，新規参入者

の適応行動(同化)と，環境である職場からの作用(調節)の

結果，帰結として安定した均衡状態である適応状態を獲得

できる。 

新人看護師の職場適応について明確に定義して使用し

ている論文は少数であり，直接的に新人看護師の職場適応

を測定可能な尺度は見られなかったことから，Kitajima & 

Hosoda 6)は新人看護師の職場適応行動と職場適応状態に

ついて質的記述的に明らかにしている。 

本研究においては，Kitajima & Hosoda 6)によって質的記

述的に抽出された新人看護師の職場適応行動と職場適応

状態について，項目の表面妥当性および内容妥当性を検討

し，尺度項目として精錬を試みる。新人看護師特有の職場

適応の状況を測定する尺度は未だ存在せず，これを作成す
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ることにより，新人看護師自身のリフレクションへの活用

や，施設の新人看護師教育や研修を評価するツールとして

の活用が可能となり有用性が高いと考えられる。したがっ

て，本研究において新人看護師の職場適応行動と職場適応

状態の尺度化に向けて表面妥当性と内容妥当性を検討す

ることは意義がある。 

2. 目的 

本研究の目的は，新人看護師の職場適応について適応行

動と適応状態の側面から質的帰納的に抽出された項目の

尺度化に向け，表面妥当性と内容妥当性を検討し，新人看

護師の職場適応行動尺度および職場適応状態尺度の尺度

項目として洗練することである。 

3. 用語の操作的定義 

本研究においては，新人看護師とは免許取得後に初めて就

労する看護職員で，1 年未満の時期にある看護師とする。

また，職場適応とは職場に新たに加わることにより内的・

外的な均衡の崩れを経験した個人の新たな均衡状態を獲

得するために自ら変容したり環境へ働きかけたりする行

動と，その結果としての個人と職場との間の調和した均衡

状態と定義する。 

4. 方法 

調査 1：尺度項目の表面妥当性と内容妥当性の検討 

便宜的抽出法により抽出された新人看護師指導の経験を

有する看護教育学の研究者(教員・看護管理者)5 名を対象に，

平成 26 年 11 月，約 120 分のグループインタビュー形式に

よる専門家会議を実施した。インタビューは参加者の許可

を得て録音した。 

 本研究のアイテムプールには，Kitajima & Hosoda 6)によ

り新人看護師の職場適応について質的帰納的に抽出され

た，職場適応行動の 96 項目および職場適応状態の 53 項目

を尺度項目原案として使用した。専門家会議において尺度

原案の各項目について表現の明確性，回答のしやすさ，質問

項目の順序の適切性を討議し，表面妥当性を検討した。その

他に個人シートに参加者の年齢，看護職経験年数，新人看護

師指導経験年数，最終学位，看護学基礎教育経験年数の記入

を願った。 

 分析方法は，専門家会議において得られた意見を参考

に，新人看護師の職場適応尺度の項目の表面妥当性，表現の

明確性，回答のしやすさ，質問項目の順序の適切性について

検討し項目を精錬した。 

調査 2：内容妥当性指数を用いた検討 

便宜的抽出法により抽出された新人看護師指導の経験を

有する看護教育学の研究者 9 名を対象に，平成 27 年 2 月か

ら 3 月に無記名自記式の質問紙調査を実施した。 

調査内容は，本研究の研究 1 において表面妥当性と内容

妥当性を検討された尺度項目について「関連がない」〜「か

なり関連がある」の 4 段階リッカート方式にて内容妥当性

を評価した回答を求めた。また，項目に関してコメントのあ

る場合は自由記載欄に表現の明確性，回答のしやすさ，質問

項目の順序の適切性について意見を求めた。その他，対象者

の年齢，看護職経験年数，新人看護師指導経験年数，最終学

位，看護学基礎教育経験年数等の記入を願った。 

分析方法は，Item Level Content Validity Index(I-CVI) 7) を計

算し，I-CVI 得点が 0.78 以上なら適切な内容妥当性を示し

ていると判断し，0.78 未満の項目は尺度原案から削除し，尺

度項目を精選した。さらに自由記載欄のコメントを参考に

文言を洗練し，自由記述のコメントを参考に表面妥当性，表

現の明確性，回答のしやすさ，質問項目の順序の適切性につ

いて検討し項目を精錬した。 

5. 倫理的配慮 

調査１，調査 2 ともに，大阪府立大学看護学研究倫理委員

会の承認を受け実施した。調査協力依頼書には，調査協力に

おける自由意思の尊重とプライバシーの保護を約束し，匿

名化したデータの厳重な管理と保管等について説明した 

6. 結果 

調査 1：尺度項目の表面妥当性と内容妥当性の検討 

参加者は全員女性であり，年齢構成は 30 歳代 2 名，50

歳代 3 名であった。看護師経験年数は平均 12.9 年，新人

看護師指導経験年数は平均 9 年，看護学基礎教育経験年数

は平均 7.56 年，取得学位は博士 1 名，修士 4 名であった。 

Kitajima & Hosoda6) により抽出された職場適応行動 96

項目と職場適応状態 53 項目について，5 名の専門家によっ

て意味内容と文言の表現を吟味した結果を受け，カテゴ

リー間で移動させる項目は認めなかった。同一のカテゴ

リー内における内容の類似性による項目の統合や，複数の

意味内容を含む項目の分割の必要性を認め，回答者に誤解

を与える，あるいは理解が困難と考えられる項目は表現を

修正した。職場適応行動は 98 項目，職場適応状態は 54 項

目の尺度項目として整理され，新人看護師の職場適応尺度

項目が作成された。 

職場適応行動尺度は，5 つの大項目から構成された。【職

務上必要な専門知識の修得を促進するための行為】は，新

人看護師が所属部署で働くうえで必要となる知識や技術

を身につけるための行動を示す 42 項目から構成された。

【職場において新たな関係を構築するための行為】は，新

人看護師が新たに加わった職場の人的環境である周囲の

人々と関係を築いていくための行動を示す 20 項目から構

成された。【日常の職務を円滑にする行為】は，新人看護

師が日々の自分の業務をスムーズかつ着実に遂行するた

めの行動を示す 10 項目から構成された。【仕事に備え自己
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を整える行為】は，新人看護師が自分自身の体調や感情を

仕事に備えてコントロールしている行動を示す 6 項目か

ら構成された。【仕事に臨む心構えや姿勢】は，新人看護

師が仕事をしていくうえで取り入れている仕事に対する

考え方や取り組み方を示す 20 項目から構成された。 

職場適応状態尺度は，4 つの大項目から構成された。

【チームへの所属感】は，新人看護師が，職場の一員にな

れたという感覚を持っている状態を示す 11 項目から構成

された。【看護実践の手応え】は新人看護師が日常業務に

従事するなかで専門職としての自己の成長を認識してい

る状態を示す 12 項目から構成された。【自立的な役割の遂

行】は，新人看護師が自分の担当する業務を自分で統制し

遂行できるようになった状態を示す 19 項目から構成され

た。【仕事に対する自己効力感】は，新人看護師が職場で

受け入れられ，職務でも望ましい成果を出せるようになっ

たと感じている状態を示す 12 項目から構成された。 

調査 2：内容妥当性指数を用いた検討 

調査協力依頼は 10 名に行い，調査協力の意向調査はが

きの返送のあった 9 名に調査票を郵送し，9 名から調査票

を回収した。対象者は全員女性であり，年齢は 50 歳代 4

名，40 歳代 3 名，30 歳代 2 名であった。看護職の経験年

数は平均 10 年 3 ヶ月，新人看護師の指導年数は平均 6 年，

看護学基礎教育の教員経験年数は平均 11 年 6 ヶ月であっ

た。取得学位は博士 3 名，修士 6 名であった。  

I-CVI を算出し，0.78 以上の値を示す項目を採択した。

職場適応行動尺度は，「職務上必要な知識の習得を促進す

るための行為」は７項目を不採択とし 34 項目に，「職場に

表 1 新人看護師の職場適応行動尺度項目および I-CVI 
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おいて新たな関係を構築するための行為」は 2 項目を不採

択とし 18 項目に，「日常の業務を円滑にする行為」は 3 項

目を不採択とし 7 項目に，「仕事に望む心構えや姿勢」は

4 項目を不採択とし 16 項目に減少した。「仕事に備え自己

を整える行為」は不採択の項目はなく 6 項目が残った。最

終的に合計 16 項目を不採択とし，職場適応行動は合計 82

項目が採択された(表 1)。 

職場適応状態尺度は，「チームへの所属感」1 項目を不採

表 2 新人看護師の職場適応状態尺度項目および I-CVI 
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択とし 10 項目に，「看護実践の手応え」は不採択の項目は

なく，「自立的な役割の遂行」は 1 項目を不採択とし 18 項

目に，「仕事に対する自己効力感」1 項目を不採択とし 11

項目になり，最終的に合計 3 項目を不採択とし，職場適応

状態は合計 51 項目が採択された(表 2)。 

採択された項目は，調査票の自由記載欄に記載されてい

たコメントを参考に最終的な表面妥当性を検討し，「質問

する」という項目には「先輩に質問する」と対象を明確に

し，「同期の看護師」という項目は看護師を削除し「同期」

と修正するなど，Kitajima & Hosoda6)のローデータに立ち

返り確認を行い，意味内容の変わらない範囲の文言の修正

を行うことにより項目を洗練させた。 

7. 考察 

調査 1 の尺度項目の表面妥当性と内容妥当性の検討に

おいて，新人看護師の職場適応行動と職場適応状態は，5

名の看護教育学の専門家によるグループインタビューに

よって，表面妥当性と内容妥当性について討議された。ピ

アレビューとピアデブリーフィングは，信用性，批判性，

適合性という質的妥当性の基準に取り組む技法であり，同

分野の専門家が探求のさまざまな側面をレビューし探索

する 8)ものとされる。本研究においても同様の討議を経た

ことにより，新人看護師の職場適応尺度項目の職場適応行

動 98 項目，職場適応状態 54 項目の質的妥当性は精錬さ

れ，新人看護師の職場適応行動と職場適応状態を測定する

ことが可能な項目として表面妥当性と内容妥当性が高め

られたと考える。  

調査 2 の内容妥当性指数を用いた検討において，新人看

護師の指導または看護管理の経験を有する看護教育学の

研究者 9 名により尺度項目の内容妥当性を検討され，I-

CVI は算出された。調査対象者は新人看護師の指導経験お

よび看護学基礎教育の教員経験を有していたため，新人看

護師の日常業務の様子を評価する際に，調査対象者自身の

経験的から培われた知識に照らして，具体的に項目を検討

することが可能であったと考える。また，Expert Panel を

5～10 人とすると安定した内容妥当性指標を算出できる 9)

とされているため，9 名により検討された本調査は安定し

た I-CVI を得ることができたと考えられる。I-CVI が 0.78

未満 7)を示した 19 項目は，尺度項目として妥当性が低い

と判断されたため不採択とされた。新人看護師の職場適応

尺度は，職場適応行動 82 項目，職場適応状態 51 項目の尺

度として，内容妥当性を確保して再構成された。 

本研究の目的は，新人看護師の職場適応行動尺度と職場

適応状態尺度の妥当性を検討し，尺度項目を精選，洗練す

ることであった。本研究の特徴は，Piaget の適応理論をも

とに学習・発達の視点から適応行動と適応状態の記述を試

みた点にある。日本看護科学学会 10)は適応について，「人

と環境とが調和した，よい状況での心身の状態を適応とい

い，環境からの要請に応えようとして生活体が行動の仕方

や考え方を変える努力をすることを適応行動という」と定

義している。国内の看護学の学術学会が定める定義と，

Piaget を参考とした本研究における適応の定義には共通

性が認められるため，国内の看護職者から概念の定義につ

いての共通認識を比較的容易に得ることが可能な尺度項

目の原案が作成されたと考える。 

新人看護師の職場適応行動尺度と職場適応状態尺度の

項目は，上記のとおり調査 1 と調査 2 のプロセスを経るこ

とにより，表面妥当性と内容妥当性を有する尺度項目とし

て整理された。さらに尺度としての活用可能性を高めるに

は，尺度項目の構成概念妥当性，基準関連妥当性(併存的妥

当性)，信頼性を検討し，妥当性と信頼性の確保された尺度

項目として精錬していく必要があると考えられた。 
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Abstract  

This study aimed to examine the surface and content validity of the Workplace Adaptive Behavior Scale and 

the Workplace Adaptive State Scale for new nurses and to refine the scale items accordingly. The scale items 

were qualitatively and inductively extracted from the aspects of adaptive behavior and state with reference to 

Piaget’s theory. The surface validity of 96 items of workplace adaptive behaviors and 53 items of workplace 

adaptive states of new nurses was examined at a meeting of five expert researchers. In addition, nine researchers 

examined the items’ content validity using an item-level content validity index, as an index by questionnaire 

survey.  

The Workplace Adaptive Behavior Scale was organized into 82 items and the Workplace Adaptive State Scale 

was organized into 51 items, and they were refined as scales with surface and content validity. In the future, in 

order to refine the validity and reliability of the two scales, it is necessary to examine the construct validity of 

the scale items, criterion related validity, and reliability. 
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